４２. SNSのコミュニティは慎重に
１．指導対象
　　　小学校中学年～中学生
２．教科・科目
　　総合的な学習の時間、特別活動、技術家庭科
キーワード【SNS　　エコーチェンバー　フィルターバブル　コメント　】
３．指導意図
日常生活の中でのコミュニケーションのツールとして、SNSは欠かせないものになっている。その中で、SNS上での人とのかかわり方などの経験を重ねながら、よりよい活用ができるようになっていく。しかし、その過程では見知らぬ人とのオンラインコミュニケーションが生じることがあり、不用意な情報発信をしてしまうことで不安になってしまったり、得られる情報がフィルターバブルやエコーチェンバーの影響を受けやすかったりすることに留意した活用を考える。
４．指導目標
〇 SNSでの不用意な情報発信をしてしまうと、自分の日常生活への影響が心配になることがあり、その時にどのような対応をしたらいいかを考える。
〇 SNSで得られる情報は、フィルターバブルやエコーチェンバーの盛況を受け、偏ったものになっていることがあることを知る。
。
（あらすじ）
SNSのコミュニティは慎重に
1 アユムは、ソウマの話を聞いて、画像投稿SNSに興味を持ち、自分のスマホでやってみようと、年齢制限を確認し、名前など、自分が特定できる情報がないようにして登録をする。
2 アユムどんな投稿があるのかと、見ていくと、自分にもできそうだったので、おいしそうなラーメンを写真に撮り投稿した。
3 アユムが他の投稿でおすすめを見ていくと、ラーメンの投稿が続くので、ラーメン好きな人って多いんだなと感じた。
4 翌日ソウマに、SNSにはラーメン好きがおおいんだなぁと話すと、ソウマにはラーメンの投稿が続くことはなく、サッカーの投稿が多いという。
5 コメントに、めん太郎から「モラ中2年のアユムだろ。今度一緒に行こうな。」というものがあり、不安になってしまう。
6 母親に名前がコメントに名前が出てきたことを不安に思い、相談する。
7 翌日コウキから声をかけられ、めん太郎はコウキであったことがわかったが、見ている人みんなにアユムの名前が知られてしまったことをソウマから指摘される。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
〇オンラインに書かれていることで、こんなことかいて大丈夫なのかなぁと思ってことありますか。


	○学習の中でのコメント、日常の学校の中、外いろいろん場面からあげる。
〇GIGA端末を活用して、一斉にデジタル模造紙に書かせるなども考えられる。
〇身近なニュースなどがあれば、それを取り上げることもよい

	（2） 展開
○　4’08”の暗転まで本事例を視聴する。
〇 アユムがSNSを始める時に気を付けたこと
· 年齢制限を確かめた
· 登録で名前や学校名などは書かなかった
○ アユムとソウマで、表示内容が違うのはなぜ？
　・ 同じ情報についてのコメントがあつまる。
　・ 似たような情報が上位に出やすい
〇 最後まで視聴する
〇SNSの特性や投稿の注意点にはどのようなものがあるでしょうか
· 個人が特定できることは書かない
· 写り込みやつなげてわかる情報に気をつける
· 友だちの個人情報も書かない
· 情報には偏りがあるので気をつける
	○ オンラインコミュニケーション利用の初期の留意点を確認する
　・ 規約の存在を知る
· 登録は必要最低限にする
〇 それぞれどうすると思うか画面を見て考えさせる
　　　　　
〇 本事例を見て覚えていることをそれぞれ発表させる。


	（3） まとめ
○「ポイントはここ！」を通して、課題のポイントを確認する。
　
	〇「ポイントはここ！」の画面を示して気を付ける点を確認する。


6． 情報モラル指導のポイント
・オンラインサービスは、年齢制限を確認した上で使う。
・個人が特定できる情報には気をつける
· いくつかの情報をつなげると個人が特定できる
· 身近な人に話しかけるつもりでオンライン上で書きこまない
· 写真の写り込みでわかる情報もある
· 同じSNSでも人によって得られる情報は異なる
· フィルターバブル：関心のある情報がおすすめで出てくる
· エコーチェンバー：同じ好みの人が集って方やった情報が集まる
７．指導資料
・動画 №72『SNS投稿は肖像権に気を付けて』
・動画 №80『友達とつながっているのに…』
・動画 №108『一人で悩まず助けを求めよう』
・動画 №111『本当に中学生？会って大丈夫？？』
・動画 №122『「非公開」のはずなのに』
SNSなどでそれ書いても大丈夫？









